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11月₁日㈰　佐原第五中学校創立50周年記念式

　　₃日㈷　香取市民文化祭山田会場芸能部発表会／

　　　　　　山田ふれあいまつり

　　₅日㈭　香取市高齢者クラブ連合会佐原支部運動会

　　₆日㈮　市議会全員協議会

　　₈日㈰　水郷おみがわふるさとまつり2009／

　　　　　　おみがわYOSAKOI2009

　　13日㈮　全国町並みゼミ佐原・成田大会

　　15日㈰　栗源のふるさといも祭

　　16日㈪　農業振興地域整備促進協議会／

　　　　　　農業シンクタンク

　　18日㈬　新里コミュニティセンター竣工式

　　22日㈰　ふるさとフェスタさわら2009

　　25日㈬　市議会議会運営委員会／定例記者会見／

　　　　　　市民懇談会（栗源会場）

　　26日㈭　香取市東庄町病院組合議会全員協議会

　　27日㈮　市議会12月定例会開会

　　28日㈯　わがまちづくりシンポジウム住民と行政との協働

【まちかど通信】
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11月の主な行動

▲栗源のふるさといも
祭前夜祭　火おこし・
火入れ式（11月14日）

ポーツの楽しさを体験
トップアスリート派遣指導事業ス

例
を
紹
介
。
人
間
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
建
築
原
理
を
明
ら
か
に
し
、
生
命
の

無
限
の
可
能
性
を
示
す
。（
青
土
社
）

ね
、
う
し
、
と
ら
…
十
二
支
の
は
な
し

ド
ロ
シ
ー
・
バ
ン
・
ウ
ォ
ア
コ
ム
／
文

エ
ロ
ー
ル
・
ル
・
カ
イ
ン
／
絵

辺
見
ま
さ
な
お
／
訳

　

中
国
民
話
を
も
と
に
か
か
れ
て
い
て

十
二
支
の
順
番
が
ど
う
し
て
決
ま
っ
た

か
が
わ
か
る
絵
本
。
日
本
の
十
二
支
の

話
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
興
味
深
く
読

め
る
。
読
み
比
べ
て
み
る
の
も
お
も
し

ろ
い
。（
ほ
る
ぷ
出
版
）

11月₈日健やかな成長を祈願
　住職が不在となっていた
「萬蔵院」（新里）の住職
が正式に決まったことで、
「晋

しん

山
さん

結
けっ

制
せい

法
ほう

会
え

式
しき

」が執り
行われ、稚児行列などがお
披露目されました。行列に
参加した稚児は47人。沿道
に集まった人たちは、稚児
たちの健やかな成長を願
い、行列を見守っていまし
た。

　体操競技でソウルオリンピック
銅メダリストの水島宏一さんを講
師に招いた体操教室が、11月18日
に大倉小学校で行われました。
　体操教室には、同校の₄年生か
ら₆年生の児童が参加し、水島先
生は、自分の経験談を交えながら
「何でもいいから、ひとつのこと
を続けていくことが大事です」と、
マット運動を通してスポーツの楽
しさを児童たちに伝えました。
　この教室は、文部科学省・財団
法人日本体育協会による事業とし
て開催されました。▲やさしく児童たちに指導する水島さん

11月19日丹精込めた作品が咲き誇る
　小見川区事務所アトリウ
ム内で、香取市菊花大会が
開催されました。今年は約
300点が展示され、成毛勝
治さん（本郷）が優勝（農
林水産大臣賞）しました。
また、準優勝（千葉県知事
賞）には、林幸太郎さん（新
里）、香取市長賞は向後ふ
みさん（川頭）が受賞しま
した。

11月27日北の国から来訪者
　このほど、市内の河川に
₂羽のハクチョウが飛来し
ました。つがいと思われる
このハクチョウは、何処に
行くにもピッタリと寄り添
い、見る人の心を和ませて
います。以前、ハンターに
よる痛ましい事故が起きた
こともあり、水域の近隣
住民は事故が再発しないよ
う、優しく見守っています。　

禅
昌
寺
山
古
墳
は
、
大
須
賀

川
下
流
の
沖
積
平
野
、
大
戸
川

字
中
宿
に
あ
る
禅
昌
寺
の
南
側

隣
接
地
に
あ
り
ま
す
。
現
在
は

古
墳
の
大
半
が
削
平
さ
れ
て
径

10
ｍ
ほ
ど
の
塚
状
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
全
長
60
～
70
ｍ
の
前

方
後
円
墳
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
こ
の
古
墳
を
削
平

し
た
際
に
多
数
の
遺
物
が
出
土

し
ま
し
た
。
銅
鏡
や
石
枕
を
は

じ
め
、武
器︵
直
刀
・
矛ほ

こ
・
鉄
鏃
︶、

武
具︵
衝し

ょ
う
か
く
つ
き
か
ぶ
と

角
付
冑
・
挂け

い

甲こ
う

小こ

札ざ
ね

︶、

馬
具
︵
ｆ
字
形
鏡
板
付
轡く

つ
わ

・
剣

菱
形
杏

ぎ
ょ
う

葉
・
馬ば

鐸た
く

︶
な
ど
で
す
。

正
式
な
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

も
の
で
は
な
い
た
め
、
ど
の
よ

う
な
状
態
で
埋
め
ら
れ
て
い
た

の
か
は
不
明
で
す
が
、
死
者
と

一
緒
に
納
め
ら
れ
た
副ふ

く

葬そ
う

品ひ
ん

で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う

で
す
。

　

銅
鏡
は
縁
部
の
破
片
で
す

が
、
中
国
か
ら
の
舶は

く

載さ
い

鏡
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
石
枕
は
遺
骸

の
頭
部
を
載
せ
る
た
め
の
石
製

の
枕
、
衝
角
付
冑
は
横
長
の
鉄

板
を
曲
げ
て
鉢
形
を
作
り
、
鉄

板
の
両
端
を
前
面
で
合
わ
せ
た

冑か
ぶ
と

、
挂
甲
は
小
札
と
呼
ば
れ
る

鉄
板
を
綴と

じ
合
わ
せ
て
作
っ
た

甲よ
ろ
い

で
、
鏡
板
は
轡
の
銜は

み

の
両
端

に
付
け
ら
れ
た
金
属
板
、
杏
葉

と
馬
鐸
は
馬
の
胸
や
尻
に
付
け

ら
れ
た
馬
飾
り
で
す
。中
で
も
、

鏡
板
と
杏
葉
は
、
鍍と

金き
ん

し
た
銅

板
を
鉄
の
地
金
の
上
に
張
っ
た

﹁
鉄て

つ

地じ

金こ
ん

銅ど
う

張ば
り

﹂
と
い
う
技
法

で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
県
内
で

は
有
力
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
豊
富
な
副
葬
品

を
も
つ
禅
昌
寺
山
古
墳
は
、
ま

さ
に
首
長
墓
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
く
、
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
の
は

大
須
賀
川
流
域
一
帯
を
支
配
し

た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

「禅
ぜんしょうじやま

昌寺山古墳」

ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
の
森
戸
地
区
か

ら
谷
中
地
区
に
か
け
て
、
大
戸

天
神
台
古
墳
、
権
現
前
古
墳
、

大
法
寺
古
墳
、
塚
越
古
墳
な

ど
、
禅
昌
寺
山
古
墳
と
同
じ
ぐ

ら
い
の
規
模
と
推
測
さ
れ
る
古

墳
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
大

戸
天
神
台
古
墳
︵
4
世
紀
︶
↓

権
現
前
古
墳
︵
5
世
紀
後
半
︶

↓
大
法
寺
古
墳
︵
6
世
紀
前

半
︶
↓
禅
昌
寺
山
古
墳
︵
6
世

紀
中
ご
ろ
︶
の
順
で
継
続
的
に

築
造
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
を
支
配

し
た
歴
代
の
首
長
墓
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

大
須
賀
川
下
流
域
に
営
ま
れ

た
古
墳
群
は
、
一
地
域
の
中
で

首
長
層
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と

が
で
き
る
好
例
と
言
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
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涯
学
習
課　
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大須賀川流域を支配した
首長の墳墓

▲禅昌寺山古墳出土遺物
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